




甲府 21ワイズメンズクラブ　ブリテン　令和 7年４月号

福田奈里子さんありがとう！！
寺田　喜長

福田奈理子さんありがとう！
山梨 YMCA 生涯学習事業部ディレクター福
田奈理子さんが「トラバーユ」？されるにあ
たり県内ワイズ仲間にて送別の「追い出しコ
ンパ」をと有志にて提案、声掛けをさせてい
たところ県内 4 クラブの多くのワイズメンに
賛同いただき 2025 年 3 月 15 日、11 時より
山梨 YMCA３階大澤英二記念ホール ベテル
にて開催いたしました。福田さん所属の八ヶ
岳教会山本譲牧師による「旅立つとき」との
奨励を頂き、杉田博子ワイズの賛美の歌唱に
て第一部礼拝を守り、記念写真撮影後、送別・
激励の時を持ち各クラブから激励の言葉、送
る言葉が述べられ、旅立ちの言葉として福田
さんが胸の内を話されました。思い出にと皆
様の会費にて購入しました記念品、花束をお
送りしました。そして和やかなに昼食を食し
ながら団欒の時を持ち、富士五湖クラブの尾
崎ワイズご夫婦の「送り出す演奏」を拝聴、
福田さんも演奏に加わり担当主事としワイズ
メンズクラブと深い交わりをされていた様子
が伺えました。最後は送り出しトンネルにて
旅立ちを応援。参加くださいました山梨
YMCA関係者にも感謝申し上げます。

日　時　：2025年３月１５日（土曜日）
  　11：00～ 13：30
開催場所：山梨YMCA３階 大澤英二記念ホール “ベテル”

2025.3.28 山梨 YMCAサステナキャンプにて
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美味しく育ってね！（ジャガイモ植付）
佐藤　重良

W4W（Week for Waste）は、2021 年から
世界中のワイズメンズクラブが参加し毎年 4
月に実施されているもので、今年は 4 月 14
～ 20 日の 1 週間が予定されています。各ク
ラブ２，3 月の例会で相談の上、クラブ単位
でも個人でも町のごみ拾いを実施して参加し
てください。例会時また各種の行事に合わせ
て実施してください。

▼甲府 21 では、野の花保育園北面の整備、
草取りや、清掃とプランターへの花植を行い
ます。例年はベビーカーコンサートの後で
行っておりましたが、フライングディスク退
会と重なっているため、前倒し単独実施とな
ります。
日時：2025 年 4月 9日（水）
集合：13時 00 分　開始：13時 30 分
場所：山梨ＹＭＣＡ　野の花保育園園庭
　      （ＣＳ・Ｙサ佐藤）

山梨 YMCA キラキラ教室とジャガイモの植
付けを実施！
場所　境川 沼田農場（笛吹市 境川共選所前）
日時　2025 年 3月 21 日　金曜日
　　　10時集合　作業 10：45～11：30
参加者　
〇山梨YMCAの子供たち９名（リンゴの木・
南西教室・本館教室）スタッフ６名
〇甲府 21ワイズ　輿水会長・飯田・佐藤重・
佐藤利・寺田・荻野・平田&会社から１名支援・
淺川ワイズ会社から１名　９名
〇沼田会長さんにはご指導頂く　合計２５名

10時集合・子供たちは 10時 30 分集合
春風が心地よく、梅の香りがする畑で、本年
もキラキラ教室と一緒に　ジャガイモを植え
付けました。まずは朝礼にて、植え付けの説
明をしてから作業開始です。あらかじめ沼田
さんが畑の整地・畝造り・堆肥を施肥してく
ださっていたところに植え付けです。内容は
メークイン４０玉・男爵４０玉。種芋の間か
く～５０ cm 離して植えていきます。そして
芋と芋との間に「化成肥料」を播きました。
子供たちは、熱心にしっかりと植え付けてく
れました。今後は、芽カキと雑草取りをしっ
かりしなければなりません。今後の作業へも
ご協力をよろしくお願いいたします。子ども
たちの野外勉強に少しお手伝いさせていただ
きました。７月初めの子供達との収穫が楽し
みです。沼田さんには大変お世話になりまし
たこと、感謝申し上げます。

東日本区CS・Yサ事業委員会
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「わたしは、こう祈ります。知る力と見抜く力とを
身につけて、あなたがたの愛がますます豊かに
なり、本当に重要なことを見分けられるように。」
（フィリッピの信徒への手紙１：９）

　1905（明治 38）年、日露戦争に勝利した
日本は、これで大国の仲間入りができたと有頂
天になった。翌年南満州鉄道会社を設立。さ
らにその後 1910 年日韓併合を締結した。
1914 年、第１次世界大戦ではドイツに宣戦布
告して漁夫の利を得、また翌年、中国には屈辱
的「対華２１ヶ條」を要求するなど、帝国主義
への歩みを始めた。　
 　このような時代背景の中で、1907 年メソジ
スト３派は合同して｢日本メソジスト教会 (JMC)」
を形成した。伝道の気運は大いに高まり、国内
のみならず韓国、中国にも宣教師や日本人伝道
者が派遣された。以下は 1917 年、ベーツ宣
教師が韓国を訪れた際の報告である。

 韓国は政治的混乱の中にあり、日本はそ 
 れに秩序を与えている。韓国には高速道 
 路も鉄道もないのに、日本は鋼鉄の帯で 
 韓国の北から南、東から西を結びつけて 
 いる。教育もない所に学校制度を計画し、 
 一世代でかの国民を文盲から文字の読 
 み書きまでできるようにしている。役人た 
 ちにおびえている国民に公平な法制度を 
 与えた。
 残念なことだ
 韓国がその政治的独立を失ったことは。 
 しかしそれを中国やロシアに失ったよりも 
 日本に失ったことは良かったと言えるだろ 
 う。

「日本での百年」を辿って
後藤　哲夫

第 15回　　影を覆う光

ベーツは一九一七年朝鮮を訪問した後で、日本
が慈悲に富んだ統治をしていると、興奮した報
告を述べている。
 日本が今朝鮮で人々のために行なってい 
 ることは驚嘆といってもよいものです。日 
 本人は朝鮮人に代わって最も有効に国を 
 治めています。日本人の間でのクリスチャ 
 ンの活動は、日本の発展と歩調を合わせ 
 るということが最重要なのです。

これらの感想は、ベーツ
のように優れた宣教師の
みならず、他の宣教師た
ちも抱いた見解でもあっ
た。いかに当時の朝鮮
の人々の思いに盲目で、
鈍感であったかをうかが
わせる内容である。一
方、宣教師らの最大の
関心事はインフレであっ
た。第一次大戦後に生

じたインフレは多くの貧しい人々を生み出し、い
たる所で惨事が起きた。宣教師たちを中心に救
済活動、福祉事業が展開された。
　ところで、日本が植民地主義、帝国主義の道
を歩み始めたとき、教会はなぜそれにノーを言
えなかったのか。日本メソジスト教会にはその憲
法である、「日本メソジスト教会教義及び条例」
というものがある。その第１６条に「政府に対す
る義務のこと」として次の文言が記されている。
（少々改稿）
 
  「我らは聖書の教える所により、すべて有る所
の権は、皆神の立て給う所なるを信じ、　日本
帝国に君臨し給う万世一系の天皇を奉戴し、
国憲を重んじ、国法に遵う」

この箇所を読んだとき、私は大変驚いた。これ
がキリスト教徒の言動を呪縛したのではなかっ
たかと思った。「私のほかに何者をも神とするな

かれ！」これが聖書の十戒の教えである。 神と
天皇を両立させて、詭弁を弄してきたのが過去
の大部分の教会であった。
ここには「国家と宗教」「ナショナリズムと愛国心」
という大きな問題が横たわっているがここでは、
論じない。真偽のほどはわからないが、最近、
ロシア正教会キリル大主教に、ローマ法王が
「プーチンの侍者」となるな、と叱責したとか。
我が意を得たり、であった。
今回は宣教師たちの情報不足と限界を問題にし
たが、彼らの教育、社会福祉などにおいて果た
した重要な働きから、まだまだ学ぶべきことは多
いと考える。
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目標値
 3月の合計
 3月末迄累計
達成率

250,000
21,000
126,217
50.4％

100,000
0

550,000
550.0％

50,000
0

42,750
85.5％

400,000
21,000
718,967
179.7％

項目　　　　　ニコニコ　　バザー　　クリスマス　　トータル

［会計報告］ 2025 年  3 月末現在

会計報告
会計　赤根 学

「わたしは、こう祈ります。知る力と見抜く力とを
身につけて、あなたがたの愛がますます豊かに
なり、本当に重要なことを見分けられるように。」
（フィリッピの信徒への手紙１：９）

　1905（明治 38）年、日露戦争に勝利した
日本は、これで大国の仲間入りができたと有頂
天になった。翌年南満州鉄道会社を設立。さ
らにその後 1910 年日韓併合を締結した。
1914 年、第１次世界大戦ではドイツに宣戦布
告して漁夫の利を得、また翌年、中国には屈辱
的「対華２１ヶ條」を要求するなど、帝国主義
への歩みを始めた。　
 　このような時代背景の中で、1907 年メソジ
スト３派は合同して｢日本メソジスト教会 (JMC)」
を形成した。伝道の気運は大いに高まり、国内
のみならず韓国、中国にも宣教師や日本人伝道
者が派遣された。以下は 1917 年、ベーツ宣
教師が韓国を訪れた際の報告である。

 韓国は政治的混乱の中にあり、日本はそ 
 れに秩序を与えている。韓国には高速道 
 路も鉄道もないのに、日本は鋼鉄の帯で 
 韓国の北から南、東から西を結びつけて 
 いる。教育もない所に学校制度を計画し、 
 一世代でかの国民を文盲から文字の読 
 み書きまでできるようにしている。役人た 
 ちにおびえている国民に公平な法制度を 
 与えた。
 残念なことだ
 韓国がその政治的独立を失ったことは。 
 しかしそれを中国やロシアに失ったよりも 
 日本に失ったことは良かったと言えるだろ 
 う。

私の戦争体験　No.４

私の戦争体験
～青空教室～

　　　　　鎌田　巖

　戦火で甲府市内はあたり一面 ‘焼け野原’ と
化したのでありました。そこから “衣食住” 全
てを失った生活が始まりました。食べ物、着る
もの、住む家、勿論、眠る場所もトイレもない、
使用する紙もない。皆さんならばどうされます
か？

　
昭和 20 年 7 月 7 日早朝から甲府市民は焼け野
原での生活が始まりました。　
私は一番大変な時期、すなわち空襲の翌日から
母の実家の韮崎で一年間生活をし、昭和 2２年
に甲府に帰ってきました。
祖父母は焼野原の何もない自宅跡で生活を始め
ました。
生活は、家は戦火で焼け残った材木、トタン板
を集めそれ等を組み合わせて雨風を防ぐバラッ
クを建てました。食べ物、衣類は防空壕で残っ
た物を持ち寄りそれらを分け合い隣近所で協力
し毎日を過ごしたのです。

４月１日（火） 
　第１例会 １８時半
４月９日（水）　午後１時集合　１時半～
　Ｗ４Ｗ　プランター花植＆園庭清掃
４月 １５日（火）
　第２例会 １８時半
４月１９日（土曜日）　
　ベビーカーコンサート　
　開場　午前１０時半　開演　午前１１時 （約５０分）
　会場　山梨ＹＭＣＡグローバルコミュニティセンター３階
　　　　大澤英二記念ホール　ベテル

ベーツは一九一七年朝鮮を訪問した後で、日本
が慈悲に富んだ統治をしていると、興奮した報
告を述べている。
 日本が今朝鮮で人々のために行なってい 
 ることは驚嘆といってもよいものです。日 
 本人は朝鮮人に代わって最も有効に国を 
 治めています。日本人の間でのクリスチャ 
 ンの活動は、日本の発展と歩調を合わせ 
 るということが最重要なのです。

これらの感想は、ベーツ
のように優れた宣教師の
みならず、他の宣教師た
ちも抱いた見解でもあっ
た。いかに当時の朝鮮
の人々の思いに盲目で、
鈍感であったかをうかが
わせる内容である。一
方、宣教師らの最大の
関心事はインフレであっ
た。第一次大戦後に生

じたインフレは多くの貧しい人々を生み出し、い
たる所で惨事が起きた。宣教師たちを中心に救
済活動、福祉事業が展開された。
　ところで、日本が植民地主義、帝国主義の道
を歩み始めたとき、教会はなぜそれにノーを言
えなかったのか。日本メソジスト教会にはその憲
法である、「日本メソジスト教会教義及び条例」
というものがある。その第１６条に「政府に対す
る義務のこと」として次の文言が記されている。
（少々改稿）
 
  「我らは聖書の教える所により、すべて有る所
の権は、皆神の立て給う所なるを信じ、　日本
帝国に君臨し給う万世一系の天皇を奉戴し、
国憲を重んじ、国法に遵う」

この箇所を読んだとき、私は大変驚いた。これ
がキリスト教徒の言動を呪縛したのではなかっ
たかと思った。「私のほかに何者をも神とするな

かれ！」これが聖書の十戒の教えである。 神と
天皇を両立させて、詭弁を弄してきたのが過去
の大部分の教会であった。
ここには「国家と宗教」「ナショナリズムと愛国心」
という大きな問題が横たわっているがここでは、
論じない。真偽のほどはわからないが、最近、
ロシア正教会キリル大主教に、ローマ法王が
「プーチンの侍者」となるな、と叱責したとか。
我が意を得たり、であった。
今回は宣教師たちの情報不足と限界を問題にし
たが、彼らの教育、社会福祉などにおいて果た
した重要な働きから、まだまだ学ぶべきことは多
いと考える。

　学校は昭和 20 年 7 月 21 日富士川学校を間
借りして再開しました。それも 1 年間で、その
後は焼け跡の何もない琢美学校で授業が行われ
たのです。いわゆる ‘青空教室’ です。野外授
業なので天気には関係なく行われました。天気
の日は暑い日差しの中、雨の日は傘をさし、ま
た焼け残ったお寺の軒先で授業をいたしまし
た。毎日がこのような事では飽きるので、時に
は弁当持参で裏の愛宕山に登りそこで授業？が
行われました。山に自生しているノビル、タン
ポポ、イタドリ、アケビなぞ野草を採取し、そ
の説明を受け、後はそれらを持ち帰り食材の足
しにしたのです。

日常生活はGHQの管理下におかれました。
統制：全てが統制、許可が必要で米の配給は勿
　論米穀通帳が必要でした。家の建築資材の運
　搬も許可が必要でした。　
学校：旧制度から新制度へ　6 3 3 4 制度、( 小
　中は義務教育、高校、大学の高等教育 )
　‘青空教室’ を経て、昭和 22 年頃から校舎が
　再建され、授業が再開しました。
運動場：戦争被害者の仮設住宅で埋め尽くされ
　て使用不可能、　使用が開始されたのは昭和
　24年から
教科書：旧教科書の塗りつぶしたのを使用した。
DDT： DDTで寄生虫の駆除をおこなった。
給食：　給食が始まりましたが、松ヤニの匂い
　がしました。（松ヤニ、パンの入れ物に付着）
　コッペパンと脱脂粉乳のみの給食でした。

▷甲府・琢美学校（現・甲府市立善誘館小学校

＜ブリテン委員長野々垣和宏です＞

今朝の新聞　俳壇に
「老農の麦諭すごと踏みゆけり」
という句が掲載されていました。一粒の麦と
いう聖句があるように、麦はキリスト者にとっ
ては召命の象徴。踏まれる試練を与えている
のが老体というよろしさよ、と選者はコメン
トしています。
国家、宗教、ナショナリズム、パトリオティ
ズム。ともすれば目をつぶり、耳をふさいで
しまうような問題も深く考えなさい、先達が
歩んできたように、という今回のコラムは、
まさに麦踏みでした。いえいえ、後藤先生を
老農と申しているのではありません。踏んで
もらって、５月には、麦秋が訪れるのですから。
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パンデミックとなったコロナも落ち着き、私
が仕事としているイベント業界も活気が戻っ
てきました。一昨年より県内外問わず様々な
展覧会に係らせていただきました。
そんな中、ふと興味を抱いた事を紹介させて
いただきます。
私は、年に４回ほど「山梨県華道協会」様の
展覧会に於いて、会場作りをお手伝いさせて
頂いております。展覧会では、各流派の先生
方の個性あふれる美しく見事な作品が展示さ
れます。
そこで思った事ですが、華道と生け花にはど
んな違いがあるのか調べてみました。

華道＝花を通じて自然の美や精神性を表現す
　る芸術、伝統や哲学を重んじ、特定の技法
　や流派に基づいて花を生ける。
生け花＝より自由なスタイルで日常生活に彩
　りを加える実用的なアート、個々の創造性
　を尊重し、即興的な自由さを追求する。

　つまり、技術やスタイルを共有しながらも
華道は、より芸術的で哲学的な側面を強調し
ています。なるほどと思いました！

ペンリレー
「日本の伝統文化に思うこと」

清水　公一

　戦火で甲府市内はあたり一面 ‘焼け野原’ と
化したのでありました。そこから “衣食住” 全
てを失った生活が始まりました。食べ物、着る
もの、住む家、勿論、眠る場所もトイレもない、
使用する紙もない。皆さんならばどうされます
か？

　
昭和 20 年 7 月 7 日早朝から甲府市民は焼け野
原での生活が始まりました。　
私は一番大変な時期、すなわち空襲の翌日から
母の実家の韮崎で一年間生活をし、昭和 2２年
に甲府に帰ってきました。
祖父母は焼野原の何もない自宅跡で生活を始め
ました。
生活は、家は戦火で焼け残った材木、トタン板
を集めそれ等を組み合わせて雨風を防ぐバラッ
クを建てました。食べ物、衣類は防空壕で残っ
た物を持ち寄りそれらを分け合い隣近所で協力
し毎日を過ごしたのです。

福田奈理子さんありがとう！
山梨 YMCA 生涯学習事業部ディレクター福
田奈理子さんが「トラバーユ」？されるにあ
たり県内ワイズ仲間にて送別の「追い出しコ
ンパ」をと有志にて提案、声掛けをさせてい
たところ県内 4 クラブの多くのワイズメンに
賛同いただき 2025 年 3 月 15 日、11 時より
山梨 YMCA３階大澤英二記念ホール ベテル
にて開催いたしました。福田さん所属の八ヶ
岳教会山本譲牧師による「旅立つとき」との
奨励を頂き、杉田博子ワイズの賛美の歌唱に
て第一部礼拝を守り、記念写真撮影後、送別・
激励の時を持ち各クラブから激励の言葉、送
る言葉が述べられ、旅立ちの言葉として福田
さんが胸の内を話されました。思い出にと皆
様の会費にて購入しました記念品、花束をお
送りしました。そして和やかなに昼食を食し
ながら団欒の時を持ち、富士五湖クラブの尾
崎ワイズご夫婦の「送り出す演奏」を拝聴、
福田さんも演奏に加わり担当主事としワイズ
メンズクラブと深い交わりをされていた様子
が伺えました。最後は送り出しトンネルにて
旅立ちを応援。参加くださいました山梨
YMCA関係者にも感謝申し上げます。

　学校は昭和 20 年 7 月 21 日富士川学校を間
借りして再開しました。それも 1 年間で、その
後は焼け跡の何もない琢美学校で授業が行われ
たのです。いわゆる ‘青空教室’ です。野外授
業なので天気には関係なく行われました。天気
の日は暑い日差しの中、雨の日は傘をさし、ま
た焼け残ったお寺の軒先で授業をいたしまし
た。毎日がこのような事では飽きるので、時に
は弁当持参で裏の愛宕山に登りそこで授業？が
行われました。山に自生しているノビル、タン
ポポ、イタドリ、アケビなぞ野草を採取し、そ
の説明を受け、後はそれらを持ち帰り食材の足
しにしたのです。

日常生活はGHQの管理下におかれました。
統制：全てが統制、許可が必要で米の配給は勿
　論米穀通帳が必要でした。家の建築資材の運
　搬も許可が必要でした。　
学校：旧制度から新制度へ　6 3 3 4 制度、( 小
　中は義務教育、高校、大学の高等教育 )
　‘青空教室’ を経て、昭和 22 年頃から校舎が
　再建され、授業が再開しました。
運動場：戦争被害者の仮設住宅で埋め尽くされ
　て使用不可能、　使用が開始されたのは昭和
　24年から
教科書：旧教科書の塗りつぶしたのを使用した。
DDT： DDTで寄生虫の駆除をおこなった。
給食：　給食が始まりましたが、松ヤニの匂い
　がしました。（松ヤニ、パンの入れ物に付着）
　コッペパンと脱脂粉乳のみの給食でした。

2021 年３月ある日の給食（甲府市）
こどもパン、マカロニグラタン、はなやさいサラダ
ジュリアンヌスープ、いよかんゼリー
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春の訪れを告げる桜。その淡いピンク色は、私た
ちに新年度の始まりを知らせ、心を豊かにしてく
れます。この桜色を眺めていると、2 月に山梨
YMCA で取り組んだ「ピンクシャツデー」の活
動が自然と心に浮かびます。まるで桜が、このい
じめ防止運動に賛同し、応援してくれているかの
ようです。
桜は短い命の中で、満開の美しさを私たちに見せ
てくれます。その姿は、日々を大切に生きること
の尊さを教えてくれます。同じように、「ピンク
シャツデー」は私たちに「思いやり」や「つながり」
の大切さを伝えています。今年も山梨 YMCA で
は、「ピンクシャツウィーク」を展開し、子ども
たちが甲府市役所を訪問して市長へ「いじめのな
い世界」を願うメッセージを届けました。その後、
手作りのプラカードや横断幕を掲げて商店街をパ
レードし、多くの方々にいじめ防止への思いを発
信しました。この活動は、子どもたち自身が声を
上げる勇気や多様性への理解を深める貴重な機会
となりました。
山梨YMCAでは、「YMCA for All」の理念のもと、
年齢や国籍、性別、障がいの有無を問わず、すべ
ての人々が輝ける社会づくりを目指しています。
一人ひとりが持つ個性や可能性が桜の花のように
咲き誇る社会。その実現に向けて、この春も地域
社会とともに歩んでまいります。また、ワイズメ
ンズクラブとの協力を通じて奉仕活動を推進し、
人々が互いに理解し合い支え合う温かなコミュニ
ティづくりを目指します。
新年度が始まるこの 4 月。桜のピンク色に包まれ
ながら、一歩ずつ前進し、新しい挑戦と出会いを
楽しんでいきましょう。そして、この春の日々が、
「ピンクシャツデー」で感じた「思いやり」や「つ
ながり」をさらに深める機会となることを希望し
ます。
どうぞ素晴らしい春の日々をお過ごしください。

◆YMCA便り◇
「大地とつながる桜色の輪」　

総主事　　中田　純子

山梨 YMCA キラキラ教室とジャガイモの植
付けを実施！
場所　境川 沼田農場（笛吹市 境川共選所前）
日時　2025 年 3月 21 日　金曜日
　　　10時集合　作業 10：45～11：30
参加者　
〇山梨YMCAの子供たち９名（リンゴの木・
南西教室・本館教室）スタッフ６名
〇甲府 21ワイズ　輿水会長・飯田・佐藤重・
佐藤利・寺田・荻野・平田&会社から１名支援・
淺川ワイズ会社から１名　９名
〇沼田会長さんにはご指導頂く　合計２５名

10時集合・子供たちは 10時 30 分集合
春風が心地よく、梅の香りがする畑で、本年
もキラキラ教室と一緒に　ジャガイモを植え
付けました。まずは朝礼にて、植え付けの説
明をしてから作業開始です。あらかじめ沼田
さんが畑の整地・畝造り・堆肥を施肥してく
ださっていたところに植え付けです。内容は
メークイン４０玉・男爵４０玉。種芋の間か
く～５０ cm 離して植えていきます。そして
芋と芋との間に「化成肥料」を播きました。
子供たちは、熱心にしっかりと植え付けてく
れました。今後は、芽カキと雑草取りをしっ
かりしなければなりません。今後の作業へも
ご協力をよろしくお願いいたします。子ども
たちの野外勉強に少しお手伝いさせていただ
きました。７月初めの子供達との収穫が楽し
みです。沼田さんには大変お世話になりまし
たこと、感謝申し上げます。

また先日、日本の良き文化、伝統工芸などに
ついて語る講演会に参加する機会があり、学
んだ事ですが、昔から日本には独特の調和を
大切にする文化が根付いており、気遣いや礼
儀が重視され挨拶や感謝の言葉が大切にされ
ています。
　日本の伝統文化でも先ほどの華道や茶道、
歌舞伎など、伝統工芸では和紙、陶磁器、漆
器など職人の技と精神が込められたものが地
域ごと多く存在しています。
中でも漆器で有名な石川県の輪島塗は 124
の工程があり、使えば使うほど艶が出て耐久
性は 5,000 年とも言われていて器の底や継
ぎ目には布が使われたりする「布着せ」があ
り補強の技と工夫が素晴らしいと思いました。
私は、23 年夏に輪島を訪ねていたので昨年
１月１日の地震で燃え盛る朝市の街並みを見
て大きなショックを受けました。輪島の伝統
文化もこのような震災で途絶えて欲しくない
と心から思いました。被災地の皆様に心より
お見舞い申し上げます。

今では、TV 企画の中に日本の伝統文化、伝
統工芸、食文化に憧れる外国人を日本に招待
しその文化を体験させ学び応援する番組があ
り視聴率も高いようです。
円安の影響も有りインバウンドで日本を訪れ
る外国人が多く来日しています。
観光の目的は、今までのような爆買いでは無
く日本の良き文化に触れ体感して楽しむ事を
目的に日本を訪れる外国人が急増していま
す。
そのことは日本人として誇りであり嬉しいこ
とでもあります。
私もまだまだ知らない日本の良き伝統文化、
伝統工芸がありますが、これからも世界から
注目される日本で有って欲しいと思いまし
た。

（前ページより続く）
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